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（その２） 
 

♐「安心 して毎日が過 ごせる学校」「保護者や地域から信頼され、積 極的な連携が図れる学校」♐ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

週末の気候の変化に、「暑さ（残暑）寒さも彼岸まで」という言葉をこれほど実感したのは何年ぶりのことで

しょうか。それほど今年の残暑は一際長く高温続きでしたが、バス通りの花壇には白いヒガンバナ（彼岸花・曼

珠沙華）が華麗な姿を見せてくれています。一方、残暑を主張するケイトウ（鶏頭）も同じ並びの花壇（校内の

花壇にも）に赤々と咲いています。「鶏頭の十四五本もありぬべし」（正岡子規） 

  

今夏の異常な暑さは、群馬県みなかみ町で９月初旬に実施した１年生の移動教室でも、様々な場面で感じるこ

とになりました。暦の上では「白露」にかかる時期でしたが、学校ホームページでも紹介したように、空の青さ

も照りつける太陽の日差しも夏そのものでした。１日目、真夏の残雪が絶景として知られる谷川岳一ノ倉沢出合

までのトレッキングでしたが、雪はほとんどなく、黄葉かと思われた木々の葉色もガイドさんの話では渇水の影

響によるものとのことでした。２日目の農業体験。生徒に同行したリンゴ園では、温暖化で本来より早咲きする

リンゴの花が、霜で枯れて結実せず減産につながっているというお話でした。３日目のカヌー体験、渇水で予定

していたダム湖が、十分な水量がなく、別の湖に移動しての実施となり、地球温暖化（高温化）を目の当たりに

する３日間でした。国連のグテーレス事務総長が 7 月、ニューヨークの国連本部で「地球沸騰化の時代が到来し

た」と発言しましたが決して大げさな表現ではないと感じます。 

９月 17 日（日）の朝日新聞は１面に「世界の山火事による森林焼失、20 年で 2 倍近くに 温暖化の影響濃く」

という記事を載せ、今年、約 100 人の死者が出ているハワイ・マウイ島の火災のほか、世界各地で大規模な山火

事が相次いでいること、焼けた森林の再生には、百年単位での時間がかかり、動植物への被害も深刻であること

を報じています。 

  

ところで、モロッコ、リビア、アルメニアという国名を見て、3 か国ともその位置を地球儀(地図)上で指差す

ことができますか。この 3 か国は、この９月に発生した大地震や大洪水、紛争によって多くの死者が出てしまっ

た国々です。 

 また、話は変わりますが、右に示したポスターは、「燃え上がる女性記者たち」という映 

画のポスターです。校舎の各階に掲示していますが、インドで被差別カーストの女性たちが 

立ちあげた新聞社「カバル・ラハリヤ」を追ったドキュメンタリー映画です。この映画の監 

督（男女２名）が、日本での試写会で語るインタビューの内容が印象的でした。 

「カースト制度は、最も人権を無視したシステムです。（憲法で廃止されたあとも）イン 

ド人の DNA に深くしみ込んでいて、取り除くことが難しく現代にも形を変えて存在してい 

ます」（スシュミト・ゴーシュ監督） 

「日本を含め、世界には名もなきカースト制度がいまだに存在しています。あなたが誰で 

あろうが、どこにいようが、もし不公平な状況に遭遇したら、きちんと声をあげて立ち向か 

う（大切さ）。この映画を通じて、その大切さを伝えていきたいです」（リントゥトーマス監督）  

このように、世界や社会には多くの苦しみや困難が数えきれないほどあります。 

私たちは脳内に「ミラーニューロン（共感細胞）」という神経細胞を持っています。これは他者の行動に対し

て「鏡のように」反応する神経細胞です。例えば、人がけがをして苦しんでいたら、それを見ている自分の脳内

ミラーニューロンが反応して痛みを共有します。2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大震災の映像を見て、日本

中だけでなく、世界中が涙を流し、そして同じように苦しんでくれた姿がありました。これも脳内ミラーニュー

ロンにより、目の前の映像を自分に起こったこと苦しみとして共有したからです。これは、脳科学でいう「同苦」

ということだそうです。 

共有（同苦）するためには、実際に起きている苦しみや困難に関心をもつことから始まります。そして、その

ことをどのように感じ、考えるかが自分の言葉のもとになるものです。社会に目を向けていくのは、今からです。 

 

 

自分の意見（考え）を自分の言葉で語る（伝える）ということ 
 校 長   福田 秀樹 

令和５年９月２７日発行 

学校目標 
[自主]個性を生かし 自ら学び続ける人間 

[敬愛]自他を尊重し 思いやりのある人間 

[克己]困難に打ち克つ 心身ともにたくましい人間 

 

 

（その２） 
 



    台中生頑張っています！  <生徒名敬称略> 
・吹奏楽部 東京都中学校吹奏楽コンクール           ・高野山競書大会 

銀 賞                  高野山総長賞     中江 悠 

・野球部 町田市研修大会                              高野山管長賞     寺岡 香湖 

                        第 3 位           ・全日本小中ダンスコンクール 

・剣道部 町田市秋季剣道大会                          東日本大会  金賞  高岸 彩南 

女子個人戦 第 3 位  岡野 友奏                             福田 紗季 

避難（防災）訓練 
９月１日（金）に避難（防災）訓練として、今

年度は成瀬台小と合同で小中連携児童・生徒引渡し

訓練を実施しました。コロナ禍で中断後、昨年度か

ら引渡し訓練が再開していますが、大きな混乱もな

く速やかに引渡しができま 

した。御協力ありがとうご 

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

小中連携 

９月 13 日（水）に成瀬中央小・成瀬台小と台中

の三校合同交流会を実施しました。今年度は成瀬中

央小学校を訪問し、５校時目の道徳の授業を参観し

ました。その後は３校の教員が、小学校の学年別に

６グループでの分科会を開きました。中学生とは違

う授業の雰囲気に新鮮さ 

を感じつつ、成瀬台地域 

で育つ子供たちを、９年 

間でしっかり成長させて 

いきたいと強く思う一日 

でした。 

 

生徒会役員選挙 

 9 月 15 日（金）に生徒会役員選挙を行いました。      

今回は、町田市選挙管理委員会から国政選挙等に

使用される投票箱をお借りして投票を行いました。 

 いつもの選挙とは少し 

違う緊張感があった投票 

となりました。当選した 

役員は、みんなに選ばれ 

た重みをしっかり感じな 

がら頑張ってほしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 内容 備考 

1 日 都民の日  

2 月 
安全指導 中央委員会 

一斉委員会（臨時） 
 

3 火 合唱特別練習始 SC 

4 水 職員会議 ⑤生徒総会  

5 木  SC・B 時程 

6 金 学年合唱リハ１回目  

7 土    

8 日    

9 月 スポーツの日  

10 火 合唱縦割練習 SC 

11 水   Ｂ時程 

12 木 学年合唱リハ２回目 SC 

13 金 ⑥進路説明会（3学年）  

14 土    

15 日    

16 月 
全校朝礼 ①⑥チェンジ 

⑥前日指導 
Ｂ時程 

17 火 合唱コンクール  

18 水 
⑤研究授業（2年 3 組） 

※他の学級は⑤カット（弁当あり） 
 

19 木 一斉委員会 SC・Ｂ時程 

20 金 中央委員会 第 2 回漢字検定  

21 土    

22 日    

23 月 生徒会朝礼 避難訓練  

24 火   SC 

25 水 市教委訪問 弁当無し ⑤カット Ｂ時程 

26 木   SC 

27 金    

28 土    

29 日    

30 月 三者面談始（3 学年：⑥カット）  

31 火 
三者面談（3学年：⑥カット） 

連合体育大会 
 

１０月の主な予定 


